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江差町における街並み環境整備事業と住民意識
伝統的建造物群の保存と活用をめぐって一
Regional Planning and Resident Consciousness in the town of Esashi : 
Preservation and Utilization of Traditional-Style Buildings 
菊地達夫
KIKUCHI, Tatsuo 
抄録
本稿は、 北海道新長期総合計画 「歴史を生かすまちづくり」 の事例として江差町を取り上
げ、事業計画の方向性や特性を押さえた上で地域住民の地域認識等を明らかにすることを目的
とする。具体的には、「歴史を生かすまちづくり」計画の方向性を探り、江差町の街並み環境整
備事業の内容を考察する。その過程で旧版地形図を用いて地理的環境の変化（景観変遷）を確
認する。次に、地域住民として歴まち商店街組合の理事者らの語りを新聞記事より考察し、地
域認識等を浮き彫りとする。
「歴史を生かすまちづくりJは、都市環境整備を軸とし、その拠点と して伝統的建造物を活
用するものである。 地域住民は、 過去の地理的環境や人間活動に関する認識をもち、 その上で
組合の諸活動を通じ教育情報の提供を試みている。とりわけ、交流の場を提供したことによ り
地域住民レベルでの教育情報の提供や共有する機会が増した。これは、観光形態の枠を越え生
涯学習の可能性を示唆するものといえる。
I はじめに
明治初期、未開拓地であった北海道は、わずか100年足らずのっ ちで都市を形成し、 産業の
基盤を築いた。その過程で国内外の指導者の支援を受け異文化の流入を促し、混在した新しい
地域文化を創り上げた。それらは、全道各地に根づいた産業基盤や建造物等で確認することが
できる。他方、急速な近代化を遂げるあまり壊されたり消失したものも少なくない。加えて、
近代化の進展は、古きものを大切に保存するといった気質をやや希薄にした感がある。
北海道は、 1987年本州方面の伝統的建造物群を保存する動きに後押しされるような形で ［歴
史を生かすまちづくり」の施策を具体化させた。これは、北海道新長期総合計画（1988年から
の10カ年計画）の中で都市環境整備の位置づけのもと展開しようとするものである。対象地域
として函館市、松前町、江差町、小樽市の市町名があがった。これら4市町は、明治初期ある
いはそれ以前より和人が居住していたこともあり、伝統的建造物の分布がみられる。しかしな
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がら、本州方面の伝統的建造物と比べると、そのほとんどが江戸時代末期以降に建築された近
代化遺産と位置づけられる。
ところで筆者は、伝統的建造物群を活用して観光、学校教育および社会教育を融合するよう
な教材化の構築に関心をもっている。それには、地理教育の社会的役割を具体的な形で明確に
するというねらいも含む。すなわち、伝統的建造物群を教材として学校教育から社会教育へと
いった生涯学習の枠組みで捉えようとする ものである。菊地（2001）では、観光行動の実態、
それを踏まえての地理教育の活性化や地域住民の参画の可能性について触れた。続く菊地（20
02）で北海道日本海岸に位置する伝統的建造物群を一つの広がりとした地理的な見方・ 考え方
の有効性を検討した。そこで、建築年代に着目することで、地域経済を理解する可能性を示唆し
た。
伝統的建造物の教育的価値は、 来訪者の認識だけではなく地域住民の認識があってよ り鮮明
になる。そのため、伝統的建造物の保存過程で地域住民がどのような地域認識をしているかに
着目することは重要と考えられる。自然的な地域資源の保存の場合、自治体と地域住民の関係
では、しばしば大きな対立が生じる九 一方、すでに生活の場となっているようなところでの
地域資源の保存は、 比較的問題なくすすめられる。
伝統的建造物群の保存等に関わる先行研究川立、 建築史学、都市計画、歴史学、地理学など
多角的なアプローチで行われ、最近では観光デザイン学といった新しい分野での試みもみられ
る。地理学においては、観光地理学での取り組みが多く、観光資源としての分布、住民と自治
体の関係、住民意識に着目する成果がみられる九 中でも、住民意識に関する地理学研究は、
保存の是非を調査するものが多く、地域認識等さらに踏み込んで分析したものは少ない九
本稿では、北海道がすすめる 「歴史を生かすまちづく り」の事例として江差町ー を取り上げ、
自治体のまちづくりの動きに合わせ地域住民がどのような地域認識をもっているかを考察し、
生涯学習の展開の可能性を検討したい。とりわけ、地域住民の地域認識を具体化し、まちづく
りとの関連性を考えたい。以下では、まず、北海道新長期総合計画 「歴史を生かすまちづく
り」の内容を概観し、その方向性を押さえておきたい。次に、旧版地形図を用いた景観変遷を
みながら自治体の描く歴史的な景観との関連をみる。さらに、江差町の街並み環境整備事業の
内容を踏まえた上で地域住民の地域認識等について考察をする。これは、商店街組合員らの声
を新聞記事から取り上げ検討する。まちづくりの主体となる商店街組合員らは、地域住民の共
通認識に変わるものと考えた。
なお、本研究の主な資料は、 2001年1月～12月および2002年2月に行った予備調査で得られ
たものである。予備調査は、道南地域の函館市、松前町、江差町等を訪れ行政機関、関連博物
館、伝統的建造物での基礎資料の収集と若干の聞き取り調査等を行った。
また、 歴史的な地域資源を表す語句は、伝統的建造物のほか建築学で歴史的資産や近代化遺
産等が使用されているが、拙稿よ り用いてきた伝統的建造物の語に統ーしてすすめる。そのた
め、伝統的建造物とは主と して江戸時代～昭和初期までに建築されたものと定義しておきた
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I 「歴史を生かすまちづくり」の方向性
( 1 ）事業計画の背景と課題
すでに述べたように「歴史を生かすまちづく り」事業は、1987年11月北海道新長期総合計画
のうち基本計画の一部として具体化されたものである。計画の背景として、本州方面にみられ
る地域文化や伝統を生かすまちづくりの機運にならい、道内でも景観保存の条例制定、伝統的
建造物群を生かすまちづくりを行う自治体がみられたことを指摘している。とりわけ、北海道
は開発の歴史が浅いことに言及しながらも、道南の函館市、松前町、江差町および小樽市を中
心とした後志沿岸一帯に伝統的建造物群が点在することを強調する。それらは、海洋との繋が
りの中で繁栄した共通性をもっ。まちづくりの方向性は、地域住民の連帯感や郷土意識を高め
ながら、まちづくり自体を他地域に広げることを目指すものとしている。
事業推進するにあたり 4つの課題をあげている。 lつ目は、伝統的建造物の発見と再評価で
ある。 伝統的建造物は、地域のラン ドマーク的な存在である等、景観形成の核となっているこ
とも少なく ない。一方、十分な学術調査や検討が行われずに埋没していたり消失していたりと
いったこともあろう。これまで、小樽市や函館市のょっな伝統的建造物が広く分布する地域で
は、詳細な学術調査を行ってきた九また、炭坑跡等の近代化遺産やアイヌ文化に関わる資料
等も調査は比較的すすんでいるヘしかしながら単体として残るような伝統的建造物の場合、
地域住民ですら貴重なものであると十分認識していないこともある九 2つ目は必要なコンセ
ンサンスをつくることである。伝統的建造物群の保存は、地域住民 ・自治体の理解があってす
すむべきものである。しかしながら地域住民と自治体の対話を経た共通理解には、時間を要し
やすい。 3つ目は、資金負担の増大である。伝統的建造物は、時間経過による腐敗や老朽化の
ため修復等を必要とする場合が少なくない。他方、それに伴う費用は、個人で負担できる範囲
を超えることが多く 、自治体等の財政支援が不可欠となる。 4つ目は、保存後の活用が特定し
たものになりやすいという懸念である。 例えば、保存段階では教育的価値を重んじる目的を有
しながら、その後、観光産業をはじめとする営利的な目的のみに活用が限定されている、とい
った具合である。
( 2 ）事業計画の内容と手順
事業計画の内容は、大きく 3つの柱からなる。 1つ目はユニークな伝統的建造物を生かすこ
とである。道内に残る伝統的建造物は、和洋折衷型建築のように和洋文化の混在したものがみ
られ、本州方面とは異なるものが多い。また、 道内日本海岸にみられるにしん漁関連の施設
は、他の地域でみることができない貴重なものと言える。 このような北海道独自に根ざした伝
統的建造物群を活用するまちづくりの展開が望まれる。2つ目は、拠点となる伝統的建造物を
中心にまちづくりをすすめることである。拠点は、伝統的建造物のほか文化施設、山林や植生
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といった自然的な地域資源、さらには広場、公園、 散策路といったものまで対象となる。これ
ら拠点となりうるものを組み合わせたまちづくりを目指すものと している。 3つ目はまちづく
りを通じて地域活性化に繋がるようにすることである。地域住民と自治体の共通理解のもと、
各種イベントの開催や新しい産業創出といった具体的な活動に発展することを期待している。
内容の推進については、 5つの手順を示している。 lつ目はコンセンサスの形成である。ま
ず、推進地域の基盤となる函館市、松前町、江差町、小樽市に市民会議を設置し、地域住民に
対する啓蒙活動等を行う。その結果、地域住民による自主的な運動を促し、近隣地域さらには
道内全域に拡大することを目指す。2つ目は、伝統的建造物群を生かす条件整備である。ま
ず、地域単位における学術調査を行い、 伝統的建造物の教育的価値を明確にする。その結果、
伝統的建造物を活用する具体的な内容を策定しながら保存すべき建造物や範囲を指定する。こ
うした先例を他地域における事業計画に応用するとしている。3つ目は、まちづくりの総合
的、計画的な推進についてである。これは、まちづくりの方向性にそった伝統的建造物を保存
し、地域住民の生活や景観形成の調和が保たれることに留意するものである。そのため、自治
体は建造物の復元等に適切な誘導や規制を行う。事業計画の進行に合わせ、地域住民の合意に
もとづく基盤整備や居住環境整備をすすめること も示唆している。 4つ目は、地域の活性化で
ある。これは、伝統行事をはじめとする各種イベントをまちづくりの一環として結びつけるも
のである。実施にあたり、地域住民の連帯感の強化や近隣地域との人的交流、さらには道内全
域に向けての広報活動等の財政支援を盛り込んでいる。5つ目は、まちづくりの支援体制の強
化である。これには、学識経験者等の意見を踏まえた基本方策の検討、園、道、市町村の連携
を図ることを指摘している。
以上、「歴史を生かすまちづくり」事業について概観してきたが、その方向性をまとめておき
たい。この事業は、都市環境整備を主体としたものであり、地域的特色をつくり だす拠点とし
て伝統的建造物を活用するといった特徴をもっ。 具体的な内容は、あく まで景観形成に重きが
置かれ、その側面として教育的活用の可能性があるにすぎない。この景観形成は、地域住民の
居住空間整備の性格をもちながらも、観光的活用といった目的に結びつく可能性が強い。地域
活性化の内容をみると、各種イベント開催の支援といった観光的な色合いも感じられる。学術
調査では、伝統的建造物の教育的価値を浮き彫りとしながら、その成果を教育的活用に直接結
びつけるような姿勢にはやや乏しい。
Il 江差町の景観変遷と「街並み環境整備」事業の特色
( 1 ）地形図にみる景観変遷
町内に位置する伝統的建造物の建築年代は、江戸時代末期から明治期にかけてのものを中心
とする。町がイメージする歴史的街並みとは、にしん漁あるいはヒノキアスナロ材交易を中心
として栄えた時期と思われる。事業計画の推進にあたり 「江差の五月は江戸にもないIという
交易による繁栄を築いた時期のうたい文句を強調している点からも推察できょう。江差町の歴
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史や社会については『江差町史』や 『江差町の社会と民俗』といった優れた書8）に譲ると して
地形図を用いた景観変遷をみたい。明治期・昭和初期・現在（平成期）といった3枚の地形図
（第l図）を用い市街地一帯における判読内容を示す。
明治期（明治29年 ・1896年）の地形図をみると、海岸部（現在の中歌町から津花町にかけて
地域一帯）はもちろん内陸部まで市街地の基盤が形成され、現在の市街地の広がりとほとんど
変わらない。海岸部をよくみると、家屋が海岸線に沿うような形で位置し、ハネダシ9）と呼ば
れる独特の家屋形態の景観を窺わせる。その他の集落は、河川が海洋に流入する河口付近に形
成されている様子を確認できる。かもめ島は、地形図でみると陸地と海洋を隔てた形で位置す
るものの、沿岸流の影響により堆積しでできる陸繋島と呼ばれる陸続きの島の一部と考えられ
ている。そのかもめ島の北東部に港を示す地図記号が確認できる。明治期までの港湾は、 かも
め島を天然良港として活用しており、その面影を示す証といえる。
戦後となった昭和初期 （昭和21年 ・1946年）の地形図をみると、 大きな違いを2点指摘でき
る。ひとつは、陸繋島と呼ばれるかもめ島と市街地の一部が人工的に陸続きとなり、その周辺
で埋め立てによる港湾が造成された点である川。 もうひとつは、市街地の南側に鉄道路線が開
通した点である川。 後者は、自家用車の発達がままならい時期であったことを考えると、 輸送
機関として重要な役割を果たしたことが窺える。また、道指定有形文化財の旧檎山爾志郡役所
の位置も確認できる。
現在の地形図（平成8年 ・1996年）をみると、埠頭や灯台を有する港湾が完全に整備され、
奥尻島との定期航路も記されている。旧郡役所に変わる桧山支庁舎は市街地南側の駅付近に新
たに立地している。また、国の重要文化財に指定された旧中村家住宅の文字も地図上で確認で
きる。
明治期から現在までの景観変遷を地形図で眺めることで以下のことを確認できたO 江差町の
写真1 横山家のハネダシ部分（筆者撮影・2001年）
ハネダシ部分前には現在国道が走っており、海面と接していた面影はない。
国道や埠頭などは戦後に埋め立てられたところ。
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市街地は、住宅等の立地をはじめ、その広がりも大きな変化はみられない。江差町では、切り
立った山間部が海岸部まで張り出しているため、平坦地に之しく海岸段Eや河口域のわずかな
土地を活用してきた。そのため、大規模な農業的土地利用には恵まれず、漁業や林業に依存し
てきた事実を推察できる。さらに、他地域とを結ぶ陸上連絡路は、南北に貫通する海岸部のみ
でやや利便性に欠ける。
景観的にみた場合、海岸部は昭和期に入り大規模な近代的港湾が造成され、明治期のような
景観を残す部分は少ない。その中でかもめ島に残る町指定文化財の北前船飲用井戸山や北前船
係留跡地l叶土、かつて天然良港として栄えた面影を伝えてくれる。また、海岸部のハネダシと
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第2図歴史を生かしたまちづくりフローチャート
資料）江差町役場内部資料より複写。
具体的事業の整備目標
宮崎町並みの再創出
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再創出させる
女生活基盤施設の整備
町並み景観に配慮し
ながら街路、道路、上
下水道、公園・広場、
ポケットパーク、駐車
場、崖地整備などの生
活基盤施設の整備をお
こなう
女歴史的街並み景観を
印象づける拠点整備
沿道沿いにいくつか
の拠点を設定し、拠点
施設の整備をおこなう
とともに魅力的施設の
整備をおこなう
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呼ばれる独特の家屋形態の立地は、保存による旧中村家住宅や横山家でその概観を知ることは
できる。他方、ハネダシ部分は道路や港湾造成といった埋め立てによ り海洋との接触はみられ
ない（写真1）。 そのため、 景観的には、用途を知る上で理解しにくい。
( 2）事業計画の特色
江差町は、北海道新長期総合計画 「歴史を生かすまちづくり」のモデル地区として1989年に
指定を受けた。区域は、町内の海岸線に沿う細長い平坦地で、北部中歌町から南部津花町に至
る旧国道一帯を含み、道路沿いには伝統的建造物が分布する。それらは、和風町屋、和洋折衷
町屋、土蔵といった江戸末期や明治期にみられたものである。
1991年、 第3次江差町総合計画 (1991年～2000年）の中でモデル地区を基礎とする 「歴史を
生かすまちづくり」も具体化した （第2図）。その後、談話会やセミ ナーの実施を重ね1994年
に「江差町歴史を生かすまちづくり推進委員会」が設置された。 1996年、景観条例が制定さ
れ、「街並み環境整備」事業が開始された。
事業計画をみると、「江差町に残されている歴史的建造物や街並みを北海道民全体の財産とし
て生かしながら、新しい個性的で魅力をもったまちづく りと地域活性化を目標とした」とあ
る。そのため、¢伝統的建造物の保全活用、 ②住民生活の生活環境の向上、〈主優れた文化環境
の創造、④豊かな経済活動の確保と振興、の必要性を強調している。また、モデル地区の整備
基本理念を以下の4点にまとめている。 lつ目は、江差町を代表する顔づくり として個性ある
街並み景観を保全 ・再生 ・創造していくとある。すでに述べたように、伝統的建造物を拠点と
した景観整備を施し、単なる保全ではなく面的な歴史空間をつくりだすといった発展性を含
む。単体としての伝統的建造物を一定の群として捉え、地域イメージを定着さようとしてい
る。2つ目は歴史的街並みを町のシンボルとして町民 ・道民全般の共感を育むものとして保全
・継承していくとある。これは、教育的価値の認識に留まるものではなく、教育的活用をしな
がら次世代に継承していく試みと解釈ができょう。とかく営利的な地域活性化のきらいがある
中で保存の意義を尊重する貴重な理念として評価できる。 3つ目は、快適な生活環境の質的 ・
精神的 ・経済的な向上が図られていくとある。精神的な向上は、地域住民が伝統的建造物を正
しく認識することにより実現するものだという。伝統的建造物に対する正しい認識は、地域住
民に与える影響のみではなく、そこを訪れる観光客等にも好影響をもたらす。具体的には、観
光客等との語い合いの中で教育情報を提供する機会が増えよう。4つ目は、街並み景観は地域
文化を具現化したものとして、町民合意のもとに形成され、その向上により町民の文化意識の
高揚がはかられていくとある。伝統的建造物を活用した地域文化の形成は、視覚的効果等を含
みながら町民全体に教育的価値の認識を浸透させるものといえる。
事業計画は、 北海道新長期総合計画「歴史を生かすまちづくり」に沿いながらも、教育的活
用を支援する点におき若干の内容的加味があると読み取れる。とりわけ、基本理念にみられた
継承や精神的な向上といった文言は、教育的活用を促すものとして期待できょう。
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N 地域住民の地域認識と生涯学習への可能性
( 1 ）江差町歴まち商店街組合の試み
本章では、「街並み環境整備j事業が開始された1996年頃の地域住民の考え方について明らか
にする。そこで新聞記事を用いて事業に対する熱意や地域認識、さらには生涯学習の可能性に
ついて考察していきたい。地域住民を代表して江差町歴まち商店街組合 （以下、 組合とする）
を取り上げる。 まず、組合の動きについて確認しておきたい。
この組合は、 1992年旧国道沿いに位置する商店主を中心に結成されたものである（写真
2）。結成した要因について、 旧国道と平行して走る現国道が整備され、商店街の中心が高台
地区 （通称、上町と呼ぶ）にますます移動するという不安、それに加え伝統的建造物もやがて
消え失せてしまうのでは、というあせりを指摘する。組合員は21人であるがイベン ト時の協力
者を合わせると45人くらいになるという。その平均年齢は50歳前後になる。 これまで、 短期間
ながら精力的な活動をこなし、事業計画の後押しをしてきたO 内容をみると、1993年より 「再
現 ・江差いにしえ夢開道」というイベントを年2回行い、歴史にまつわる演劇や仮装大会を中
心に取り組んでいる川。とりわけ、町民が参加でき るイベントを模索してきた点に特徴があ
る。その過程で、組合は町に対して「歴史のまち宣言」を働きかけ実現に至っている。
組合では、町から借りて管理している蔵 「壱番蔵」があり、地域住民に対して様々な交流が
できるようにと多目的スペースと して週末開放している。蔵名に「壱番」を使用したのは、今
後「弐番」、「参番」というように増えてほしい願望をもち名付けたという。また、組合として
の資金もままならないため、内装等は組合員の手作りで行われている。例えば、イスにはビー
ルケースを活用したり、ランプはイカ釣り漁船のものを活用したりしている。これまで、「壱番
蔵」では、 写真や絵の展示、落語、ジャズコンサート、餅っき等の行事が行われている。こう
写真2 旧国道（通称：いにしえ街道）沿いに位置する商店街 （筆者撮影・2001年）
街並み環境整備の一環として各商店の概観等は基準にもとっき歴史的イメージに調和
するよう改築している。
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した取り組みに続き、組合のマスコットキャラクターも作られた。
組合の結成要因は、江差町がモデル地区に指定されたこと以上に、中心地の移動による商店
街の衰退、それに加えでの伝統的建造物の消滅を危慎するものであった。しかしながら、単な
る商店街の活性化事業という取り組みを越え、地域住民の交流を自らの小さな試みを通じて展
開しているところに大きな特徴がある。また、組合の動きをきっかけとして、伝統的建造物を
生かすまちづくりを町に働きかけて本格化しようと した点も興味深い。伝統的建造物の保存等
は、直接の地域住民からの動きではなく、域外の人たちゃ学識経験者の声を中心に取り組んだ
ものが多いと言われる。それゆえ、江差町における地域住民の試みは貴重な行動と言えよう。
( 2 ）地域住民にみる地域認識
次に組合を支えている理事者らの語りについて新聞記事を頼りに見ていきたい。
組合理事 U氏
私は江差に生まれ育ち、現在江差で薬屋を営んでいます。私は江差が大好きです。わたした
ち商工業者は「歴まち商店街組合」 を結成。また三十代、四十代を中心として「NUTクラ
ブ」を発足させ、活動を続けています。「ナッツJとは中歌、姥神、津花各町の頭文字を取り英
語の「クルミの酒落物」の意味をダブらせました。「歴史を生かすまちづくり」は、次世代の子
供たちへの贈り物でもあると考え、二年前から「再現 ・江差いにしえ夢開道」と銘打つて古い
土蔵や空き地を利用したイベントを聞いてきました。
このゴールデンウィークも頑張り ます。五月三、四日には第十回の 「北前船まつり」を聞き
ます。しゃぎり山の巡行、北前子供相撲を催し、野外劇も昼夜二回上演します。実行委員会の
メンパ一一同は、連日準備に走り回り「江差の五月は連休がないJと冷やかし合っています。
私たちはいにしえ街道を 「ヒューマンなヒス トリ ー・ス トー リー・ストリー ト」（庶民の英雄
たちの物語の場所）と呼んでいます。開陽丸に夢を託した榎本武揚から、江差追分の祖と言わ
れる佐之市、とんちの繁次郎まで多くの先人の足跡をたどりながら生き生きしたまちづく りを
すすめるための合言葉です。「歴まち」構想が出てから七年余り、本事業の着工を目前にして、
官民が一体となった議論、真剣な取り組みの大切さを感じます。そのためにも江差町には 「歴
史を生かすまちづくり宣言」をしてもらうようお願いを続けています。地に足を着けた活動を
重ね、いつか五月の江差の空に「鯉のぼり」ならぬ「練のぼりjをたくさん泳がせてみたい、
と夢を語っています。
（北i毎道新聞1995年4月26日掲載記事の一部）
組合理事長 M氏
まちづくりと言えば、観光施設の誘致など箱物を軸にした発想になりがちだが、私たちは江
差らしさ、歴史にこだ、わった地域おこしを構想している。 二 卜一世紀の2002年ごろには旧国道
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のいにしえ街道の拡張工事が完了し、それに伴う街並みづくりも完成する。商業者だから、歴
史を生かした商店街に興味をもってくれるお客さんに期待している。函館の大型店に流出して
いる購買層を引き付ける狙いもある。しかし、正直に言って価格競争で大型店に勝てる見込み
はない。売り上げ増への期待は、私たちの志の一部だ。
現在、町に 「歴史を生かした町宣言Jを行うように働きかけている。街並みを変えるだけで
は、発信力はないからだ。観光、教育、産業、住宅などあらゆる点で歴史をキーワードにした
まちづくりをするためだ。函館や松前と協力して観光ルー ト作りをするほか、町内の小中学生
に江差の歴史教育をすることも必要だ。明治以降の開拓の話だけが北海道の歴史ではないこと
を理解させ、自分の町に誇りをもってもらうことが欠かせない。江差イコール歴史を生かした
町というイメージが町の内外に浸透していくはずだ。
江差町が個性を出そうと努力する中で桧山と渡島を総称して道南圏という くくり方をされる
ことには不満だ。支庁統合が現実味を帯び始めているが、断固反対だ。江差の桧山支庁が無く
なれば、桧山は顔のない存在になりかねない。歴史を生かしたまちづくりも気の抜けた事業に
なりかねない。
（北j毎道新聞1996年12月3日掲載記事の一部）
組合副理事長 K氏
壱番蔵を始めて、いろいろな人と出会う ことができま したO 印象深かったのは蔵が好きで訪
ね歩いているという福井県のご夫婦です。「ご主人が入口で足をかけた石段。あの石は北前船が
江差に渡る際、船底の重りとして福井の港から積まれてきたんですよ」とお話しすると、大変
驚かされ、わが子に会ったように喜んでくれました。夜のビアホールでは年配の方、若い方が
土蔵の事、歴まち事業の事などそれぞれの思いを熱く語ってくれました。独特の雰囲気をかも
し出す、この蔵だからこそと考えています。江差に限らず渡島、桧山の地に歴史と風土を肌で
感じながら、土地の人と交流できる場を設けさらにお互いを紹介し合えれば広範囲での魅力づ
くりができるはずです。
この壱番蔵には百年余りの時を耐え抜いた風格と、木と土が創り出した広い空気がありま
す。柱のあちらこちらには荷揚げの心覚えであろう船の名が「00丸」と筆で残されていま
す。幾つもの名を残す船もあれば、一つしかないものもあり、もしや遭難でもと考えると柱の
船名は命がけで海を渡ってきた水夫たちの生命の証なのかもしれません。別の柱には詩が書か
れてあります。残念ながら私には読み取れませんが、まるで 「おれたちゃ貧乏だどもよぉ、心
はおめらよりず、っと豊かだったでい」と言われているような気さえします。
（北海道新聞1997年9月17日掲載記事の一部）
以上、 3氏の語りには、商店主という立場を越え、地域全体の繁栄を 「歴史を生かしたまち
づく り」 を通じて築き上げよう とする姿勢が共通し、江差町に対する思いが伝わってくる。組
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合の活動では、単なる祭りごと として観光資源化する形態が多い中、 伝統的建造物の意義を多
方面からアプローチしようと している点が注目に値する。 事業計画については、自治体まかせ
の受け身的姿勢ではなく 、自らが先導役となりながら支援しようとしている点も評価できる。
3氏の語りでとくに目をヲ｜くのは、過去の地理的環境をイメージした上で様々な活動をし、
意識的ではないにしろ教育的活用に結びつけよ うという姿勢がみられる点である。身近な地域
に伝統的建造物があるといった短絡的な認識ではなく、断片的ながらも過去の人間活動の様子
をイ メージさせる点である。3氏の経歴をみる限り、専門的な教育を受けたこ とは確認でき
ず、 学芸員や教員という立場にもない。過去の地理的環境の知識は、自学を含むあらゆる教育
機会を通じて得たのであろう。このような姿勢を地域住民レベルで取り組むことは、観光とい
う枠組みを脱し、生涯学習への可能性を導き出す。結果として、観光形態の多様化に繋がり他
地域とは違う魅力を呈することになろう。
教育情報の提供の場として有効的な機能を果たしているのは、 壱番蔵での活動に他ならな
い。単なるイベント等の場所としての機能を越え、情報発信・ 共有する場として大きな役割を
もっ。 地域住民の場合、 M氏も指摘するように事業計画や土蔵についての内容を世代聞に関係
なく語り合うといった行為が日常化している。加えて、観光客をはじめとする来訪者の場合、
K氏が指摘したような交流を通じて教育情報を提供する価値は大きい。とりわけ、後者では単
なる観光行動から生涯学習に発展させう る可能性は高い。教育情報の提供は、K氏も指摘する
ように人的交流を媒体としながら広範囲の魅力づくりを促す可能性を期待できる。それに加
え、M氏が指摘する地元の児童生徒に対する歴史教育 （地理教育）の充実は、地域住民レベル
での教育情報提供の基盤を形成する ものとして大きな役割を果たす。とりわけ、小学校生活科
・社会科 ・総合的な学習の時間、中学校社会科 ・総合的な学習の時間、 高等学校地理歴史科 ・
公民科・ 総合的な学習の時間といった各教科 ・領域での実践が想定でき、体系的な学習を展開
することで豊富な教育情報を蓄積できる可能性がある。結果として、学校で得た知識を社会的
な役割に活用する実践が可能となろう。同時に若年層を江差の地に永住させる大きな力となる
かもしれない。
V おわりに
北海道新長期総合計画にみる 「歴史を生かすまちづくり」は、当初の4市町に加え上ノ国
町、 寿都町、 伊達市、 小平町等にも普及している。伝統的建造物の保存または復元といった活
動を通じての都市環境整備は、計画でみたように全道的な広がりを示している。本稿で取り上
げた江差町は、早くよ りモデル地区に指定されたため、地域住民と自治体の対話を重ねた官民
一体の取り組みとして評価されている。江差町は、明治期までのにしん漁やヒノキアスナロ材
交易を本州各方面と行う ことで繁栄を築き、「江差の五月は江戸にもない」といううたい文句ま
で生まれるようになった。旧版地形図を見ると、 伝統的建造物のみられた時期の生活空間の名
残を確認でき、そのいくつかは伝統的建造物等として保存されるに至った。
0高台地区 （上町）への商業中心地の移動不安
O伝統的建造物の消滅の危機不安
「歴史を生かすまちづくり」
モデル地区の選定
（組合結成の諸要因） ↓ 
旧国道沿い周辺を中心とした 「歴まち商店街組合」 の結成
（組合の主な諸活動）
［イベン ト型活動1
0野外演劇会
0仮装大会
＊歴史的人物・地理的環境に関する
出し物を中心。
｜組合員・臨時組合員 ・地域住民i
↓ ↓ 
｜地域住民 ・来訪者（観光客等）｜
［交流型活動1
0飲食店 ・休憩所
O小イベントの開催
＊多目的スペース 「壱番蔵」の
活用。
｜組合員 ・地域住民！
↓↓ 
！地域住民・来訪者 （観光客等） ｜
（生涯学習の基礎づくり）
過去の地理的環境に対する意識の芽生え（郷土意識の育成）
す （生涯学習の本格化） す
［観光行動を主体としたもの1
0長期滞在型による教育観光
0函館市・松前町 ・小樽市との比較
O道外の伝統的建造物群との比較
［各種教育機会の参加］
O自己学習の推進（読書等）
O生涯学習講座への参加
0通信教育への取り組み
第3図 歴まち商店街組合の諸活動とそれに伴う生涯学習の展開
資料） 各種資料をもとに筆者作成。
注 1）組合の主な諸活動における矢印の流れは教育情報の伝わりを意味す
る。ここでの教育情報とは過去の地理的環境（伝統的建造物群）に関
する内容を指す。
注2）生涯学習の本格化は、あくまで可能性を示している段階。
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事業計画の推進にあたり、組合の諸活動は大きな役割を果たし、 自治体の進め方にも影響を
もたらした。具体的には、商業活動の活性化や伝統的建造物の消滅する危機を唱え成立しなが
らも、次世代に対する継承といった教育的活用に多方面からアプローチしてきた（第3図）。
理事者らが指摘するように、組合結成そのものが地域住民の意識を目覚めさせたことは事実で
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あろう。その結果、単なる営利目的の活動に終始するのではなく、 過去の地理的環境や人間活
動をイメージさせう るイベントや交流の場を提供してきた。とりわけ、「壱番蔵」のような交流
の場は、観光あるいは生涯学習を融合させうる貴重な空間として評価できる。地域住民レベル
での教育情報の提供や共有を語り合いの中で繰り広げることができる。他方、組合に参加して
いない地域住民との意識の格差は依然存在する。自治体側も、地域住民間の差異が事業計画推
進の大きなポイ ントとする。むろん、組合に参加していない地域住民は、個人的な差はある も
のの、事業計画そのものには期待している。定期的な拘束を求めない交流の場を提供したこと
は、 潜在的な地域住民の力を引き出す可能性も高い。
最後に、考察結果で得られた知見をもとに観光と教育の有機的な結びつきについて触れて論
を終えたい。観光産業では長期連続休暇を活用したリゾー ト滞在のあり方が問われて久しい。
これまでのリ ゾート滞在は、都市的生活を観光地でも満喫できるよう なものが求められ、大規
模資本投下が行われてきた。一方、農山村ではそこでの生活そのものを体験するといった長期
滞在の形態も生じている。 両者には、日常生活を離れることでの肉体的・ 精神的にリフレッシ
ュをするといった目的は変わらない。そこで、教育的活用を主とした観光形態にもその可能性
があると考える。具体的には、1カ所に滞在しながらそこでの地理的環境について見学 ・体験
・交流を通じ深めるというものである。江差町の事例でみられた伝統的建造物やイベント開催
を活用しての地域住民との交流は、新しい観光形態の芽生えと して多くの示唆に富む。伝統的
建造物群はそれ自体、 教育的価値を有する ものであるが、より一層の理解を得るのに地域住民
の協力は欠かせない。地域住民を中心と した教育情報の提供機会は、来訪者（観光客）の足を
長期的に泊める可能性を秘める。長期滞在に居心地の良さを欠くことはできず、地域住民レベ
ルでの交流はその役割を十分担うものと期待できる。
付記
本稿作成にあたり、江差町役場街並み整備課の小笠原正能氏、江差町教育委員会文化財対策
室学芸員の藤鳥一巳氏には、資料提供をはじめとする多大な支援を受けた。本稿の内容の一部
は、2002年度日本地理教育学会学術大会（濁協大学）で発表した。なお論文作成の研究におい
て文部科学省学術フロンティア推進事業における研究費の一部を使用した。
?
1 ）世界遺産に登録された秋田県と青森県にまたがる白神山地では、ブナ原生林の保存と林道
建設をめぐって周辺自治体の思惑が交錯しながら議論が展開されてきた。その過程につい
て社会学的視点で解明した井上孝夫 (1996）による『白神山地と青秋林道Jが詳しい。
2）建築史学、都市計画、歴史学における国内外の成果については大河直腸（2000）による
『都市の歴史とまちづくり』の書が優れている。と りわけ、 伝統的建造物をはじめとする
歴史的資産について日本はもちろん中国、イギリス、イタ リアの事例を盛り込んで、いる。
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観光デザイン学では、京都嵯峨芸術大学で、の学科創設を機に都市観光との関連よ り議論が
すすみつつあり、日本観光研究学会編集委員会 （2002）が詳しい。
3）伝統的建造物に関わる地理学研究の成果は、菊地（2001）の冒頭にて触れている。
4）無形文化財の事例であるが地理学研究として岡タ記子 ・初津敏生 （2001）による 『つくら
れる「伝統行事」一須賀川松明あかし 』は、アンケート調査をもとに地域住民の地域認
識等に踏み込んだものとしてあげられる。
5）小樽市の事例については菊地（2002）を参照。
6）近年、登録活動を始めた北海道遺産には炭坑跡や鉄道跡といった産業施設がみられる。
例えば、上士幌町にある旧国鉄士｜院線廃線跡のコンクリートアーチ橋等があげられる。ア
イヌ文化資料については、北海道ウタリ協会をはじめとする官民による組織的な活動がみ
られ、ウタリ福祉対策の施策内容に影響を及ぼしてきた（菊地2002年）。
7）近年、発見された静内町のチセは、一部時代の流れを受けたと思われるトタンが使用され
る等居住用として建てられたものと判断された。建築年代は1930年代後半に建築されたも
のとされる。北海道新聞2002年l月15日掲載記事より。
8）郷土史として『江差町史』が第8巻まで発行されている。また平成期における綴密な悉皆
調査をもとに民俗学的視点で衣食住等の地域的特色を明らかにした『江差町の社会と民
俗』は地区ごとの3冊にまとめられている。
9）ハネダシとは船で運んできた荷物を直接積み下ろすのに適するよう海にせり出す形で問屋
建築等の先端部分に付設させた建築物を指す。桧山地方では乙部町、熊石町等にもみられ
たがこの地方独特のものとされている。ハネダシの多くは、昭和20年代の台風の影響を受
け、流失したといわれる。現在、有形文化財に指定されている旧中村家住宅や横山家では
その形態が保存されている。
10）港湾造成は、明治期より何度も計画され調査を重ねながらも実現に至らなかった。 その
後、地域住民の結集のもとようやく国費を投じ大正10年（1921年）に工事が着工し、 昭和
4年（1929年）に落成式を挙行した。
11）函館～江差聞の鉄道開通ついては、明治期の渡島鉄道の計画にみられるが不況のおり資金
難を理由に挫折する。その後、固有鉄道の開通を目指し、明治期末からの陳情を繰り返し
上磯さらには木古内と延び、昭和11年 (1936年）に五稜郭 （函館）～江差聞が全面開通と
なった。その後、固有鉄道は民営化されJR北海道となり、その過程で道内の数多く の路
線が廃止に追い込まれた。しかしながら、平成14年 （2002年）現在江差線は現存してい
る。
12）江差に入港する北前船には飲料水として伝馬船によ り陸上から運んでいた。そのため運ぶ
苦労を無くす目的で明治9年 （1876年）に作られた井戸。
13）かもめ島には、港湾が造成されるまで天然良港として船を繋いでいた。それに用いた柱は
岩盤をく り抜いて立てたものであり、 その跡が現在25カ所残っている。
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14）イベントでは5月に野外劇 「江差幕末物語」を催し、10月には 「歴まち仮装大会jとして
地元に伝わる民話の登場人物等を取り上げていた。しかし、仮装大会では、出し物が限定
されるという理由から 「自由ないでたち」という枠に広げて行っている。 また、 従来より
行われてきた「北前船まつり」 と 「産業祭りjが両イベントに合わせて実施するようにな
った。
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